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▼
「
国
民
の
声
に
耳
を
傾

け
る
」
と
言
う
岸
田
首
相

は
、
５４
万
人
を
超
え
る
国

民
の
声
を
無
視
し
、
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
を
導
入
し

た
。
国
民
を
分
断
し
、
弱

い
も
の
い
じ
め
を
政
治
が

行
う
。
▼
「
税
制
で
商
売

つ
ぶ
す
な
！
」
「
国
民
に

犠
牲
を
強
い
る
な
」
と
地

域
か
ら
怒
り
の
声
が
聞
こ

え
る
。
し
か
し
、
戦
争
す

る
国
へ
と
暴
走
す
る
岸
田

政
権
は
、
軍
事
費
ね
ん
出

の
た
め
に
、
大
増
税
へ
と

さ
ら
な
る
暴
走
を
企
て
る

▼
政
治
家
は
国
民
の
た
め

に
働
く
人
で
あ
る
と
信
じ

て
い
た
が
、
今
は
「
ど
こ

を
向
い
て
政
治
を
し
て
い

る
の
か
」
と
問
い
正
し
た

く
な
る
。
情
け
な
い
世
の

中
に
な
っ
た
も
ん
だ
▼
ア

メ
リ
カ
が
く
し
ゃ
み
を
す

る
と
日
本
の
お
粗
末
な
総

理
が
風
邪
を
ひ
く
。
政
治

家
は
悪
事
を
は
た
ら
い
て

も
刑
罰
が
決
ま
る
ま
で
給

料
が
支
払
わ
れ
る
。
庶
民

感
覚
で
は
、
と
て
も
納
得

が
い
か
な
い
▼
イ
ン
ボ
イ

ス
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
。
バ

カ
の
ひ
と
つ
お
ぼ
え
に
デ

ジ
タ
ル
化
を
実
行
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
産
業

か
ら
の
献
金
が
目
的
な
の

か
▼
民
商
に
集
ま
り
、「
税

金
は
国
民
の
た
め
に
使

え
」
と
立
ち
上
が
ろ
う
！

イ
ン
ボ
イ
ス
は
断
固
反

対
。
今
、
た
た
か
う
時
だ
。

　
　
　
　
　
　
　

  

（
Ｙ
）

の
き
び
し
さ
を
伝
え
な
が

ら
、
「
申
請
し
や
す
い
制

度
を
」
「
助
成
額
を
上
げ

て
欲
し
い
」
と
要
請
。

▼
高
砂
市
・
１０
月
３
日
／

　

臨
時
交
付
金
を
活
用

し
、
高
砂
市
で
は
中
小
事

業
者
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高

騰
対
策
支
援
給
付
補
助
金

を
創
設
。
「
使
い
が
っ
て

が
い
い
」
と
申
請
が
相
次

ぎ
、

予

算

到

達

後

締

め

切
っ
た
と
。
民
商
か
ら
は

さ
ら
な
る
支
援
を
要
請
。

▼
明
石
市
・
１０
月
３
日
／

　

臨
時
交
付
金
を
つ
か
っ

て
市
民
に
２
０
０
０
円
の

明
石
市
サ
ポ
ー
ト
券
を
配

布
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

は
今
年
も
４０
件
の
募
集

で
、
１
７
５
件
の
申
し
込

み
が
あ
り
、
５０
件
に
対
し

て
助
成
を
し
た
と
の
報
告

　
２
０
１
４
年
か
ら
始
ま
っ
た
県
下
41
自
治
体
訪
問

は
、
今
年
で
10
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
中
小
業
者

の
声
を
届
け
、
施
策
の
拡
充
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

が
あ
っ
た
。

▼
加
西
市
・
１０
月
４
日
／

　

税
務
課
か
ら
、
「
昨
年

要
請
が
あ
っ
た
生
活
困
窮

者
へ
の
税
の
減
免
。
市
税

の
規
則
を
変
更
し
、
見
込

所
得
が
昨
年
の
５０
％
以
下

に
な
る
場
合
は
、
減
免
で

き
る
よ
う
に
変
更
し
た
」

と
う
れ
し
い
報
告
。

　

臨
時
交
付
金
を
活
用

し
、
「
加
西
市
原
油
価
格

高
騰
対
策
支
援
金
」
を
昨

年
に
続
き
、
創
設
し
て
い

る
。
８
月
ま
で
の
受
付
は

５
５
１
件
、
「
今
回
の
方

が
物
価
高
で
苦
し
い
の
で

は
と
思
わ
れ
る
」
と
話
さ

れ
た
。

▼
稲
美
町
・
１０
月
１０
日
／

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

で
は
、
昨
年
度
予
算
額
８

０
０
万
円
で
８６
件
７
８
０

万
円
を
補
助
、
工
事
額
１

　

１０
月
８
日
、
全
商

連
幹
部
学
校
が
開
か

れ
、
７２
人
が
参
加
。

　

兵
庫
県
原
水
協
梶

本
修
史
事
務
局
長
が

「
今
が
戦
争
前
夜
っ

て
ホ
ン
ト
？
」
と
題

し
て
講
演
。
「
社
会

を
変
え
る
力
は
市
民

の
世
論
と
運
動
。
核

兵
器
禁
止
条
約
は
、

署
名
が
変
化
を
作
っ

億
１
千
８
０
０
万
円
。
経

済
効
果
は
約
１５
倍
に
な
っ

て
い
る
と
報
告
が
。
水
道

基
本
料
金
４
カ
月
無
料
。

学
校
給
食
の
高
騰
分
を
支

援
。
省
エ
ネ
家
電
の
購
入

費
の
支
援
（
エ
ア
コ
ン
、

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
な
ど
）
な

ど
、
市
民
に
公
平
に
支
援

が
届
く
よ
う
に
し
た
い
と
。

　

融
資
は
、
県
の
制
度
融

資
活
用
に
つ
い
て
、
利
子

補
給
最
大
１０
万
円
を
お
こ

な
っ
て
い
る
と
。

▼
南
あ
わ
じ
市
１０
月
１１
日

／
振
興
条
例
制
定
は
、
近

隣
自
治
体
の
状
況
を
見

る
。
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
た
施
策
と
し
て
、
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
等
高
騰
対

策
一
時
支
援
金
事
業
」
を

１１
月
か
ら
実
施
。
ま
た
、

２
０
２
０
年
か
ら
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
の
「
商
店
街
お

買

い

物

券
・

ポ

イ

ン

ト

シ
ー
ル
事
業
」
を
継
続
実

施
。

　

融
資
は
、
商
工
業
者
が

融
資
を
受
け
た
設
備
投
資

等
に
か
か
わ
る
制
度
資
金

に
対
し
、
２
０
０
０
万
円

を
限
度
と
し
て
、
利
子
補

給
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

起
業
支
援
策
も
あ
り
、
起

業
塾
卒
業
者
が
対
象
。
最

大
３
５
０
万
円
。
ま
た
、

産
業
活
力
ア
ッ
プ
支
援
補

助
金
は
最
大
２０
万
円
。
感

染
予
防
や
企
業
力
ア
ッ
プ

の
た
め
に
必
要
な
専
門
的

な
知
識
及
び
技
術
の
習
得

の
た
め
の
費
用
と
し
て
申

請
で
き
る
。

▼
宝
塚
市
・
１０
月
１３
日
／

　

９
月
議
会
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
高
騰
対
策
支
援

金
の
創
設
が
確
認
さ
れ
た

と
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
、
燃
料
費

の
購
入
費
の
一
部
を
補
助

す
る
制
度
。
申
請
は
１１
月

か
ら
。
最
高
額
は
３０
万
円
。

　

参
加
者
か
ら
、
既
存
店

舗
の
改
修
に
活
用
で
き
る

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
補
助
が

す
ぐ
終
了
し
た
こ
と
な

ど
、
「
周
知
徹
底
を
」
と

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

▼
川
西
市
・
１０
月
１２
日
／

　

臨
時
交
付
金
を
活
用
し

て
、
原
油
価
格
の
高
騰
に

よ
る
影
響
を
受
け
る
中
小

業

者

に

支

援
、

上

限

は

４０
万
円
を
実
施
す
る
。

　

地
域
の
活
性
化
を
図
る

た
」
と
運
動
の
展
望
が
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
６
・
１
調
査

結
果
と
民
商
・
全
商
連
運

動
の
基
本
方
向
の
報
告
が

加
口
良
秋
会
計
か
ら
あ

り
、
土
谷
洋
男
会
長
の
秋

の
運
動
の
提
起
の
あ
と
分

散
会
で
活
動
を
交
流
し
ま

し
た
。

　

全
体
会
発
言
で
は
、
三

田
民
商
の
倉
村
康
博
副
会

長
か
ら
「
ど
ん
な
民
商
に

す
る
の
か
を
役
員
会
で
よ

く
話
し
合
い
、
組
織
を
つ

く
っ
て
民
商
を
盛
り
上
げ

た
い
」
と
発
言
。

　

尼
崎
民
商
の
木
南
幸
一

郎
副
会
長
は
「
商
工
新
聞

読
者
拡
大
を
中
心
に
し
た

拡
大
行
動
」
を
発
言
。

　

兵
商
連
共
済
会
豊
村
和

正
理
事
長
は
、
「
全
民
商

が
、
入
会
時
の
夫
婦
同
時

加
入
。
未
加
入
会
員
・
配

偶
者
な
ど
へ
共
済
加
入
を

呼
び
か
け
て
欲
し
い
」
と

訴
え
ま
し
た
。 

活
動
交
流
を
力
に
秋
の
運
動
で
前
進
を

【
全
商
連
幹
部
学
校
】

▼
三
田
市
・
１０
月
２
日

／
三
田
市
で
は
、
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
、「
小

規
模
事
業
者
物
価
高
騰

対

策

助

成

金
」

の

申

請
が
８
月
か
ら
開
始
。

市
の
担
当
者
か
ら
は
、

「
す
で
に
１
０
０
者
の

申
請
が
あ
っ
た
」
と
報

告

が
。

参

加

者

か

ら

は
、
助
成
金
を
評
価
し

な
が
ら
も
、
営
業
実
態

た
め
に
、
高
齢
者
が
お

買
い
物
し
や
す
く
な
る

よ
う
、
複
数
の
お
店
の

商
品
を
家
ま
で
お
届
け

す
る
「
移
動
・
販
売
サ
ー

ビ
ス
」
を
展
開
し
地
域

の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
検
討
中
。

▼
佐
用
町
・
１０
月
１８
日

／
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
、
今
年
は
、
地
域
交

通
等
対
策
支
援
と
化
学

肥
料
か
ら
有
機
肥
料
の
転

換
を
応
援
。
有
機
肥
料
購

入
時
の
補
助
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。

　

交
通
関
係
で
の
支
援

は
、
町
民
が
買
い
物
や
病

院
に
行
く
た
め
の
タ
ク

シ
ー
代
の
補
助
を
行
い
喜

ば
れ
て
い
る
。

　

子
育
て
応
援
は
４
万
円
。

町
内
で
使
っ
て
も
ら
え
る

商

品

券

を

支

給
。

町

内

２
５
０
店
舗
で
使
え
る
。

　

新
規
開
業
、
第
２
創
業

へ
の
支
援
、
事
業
継
承
へ

の
補
助
も
あ
る
。
要
件
を

満
た
せ
ば
建
物
修
繕
な
ど

に
活
用
で
き
る
。

多可町（１０月５日）

南あわじ市（１０月１１日）

明石市（１０月３日）

新温泉町 中央が西村町長（１０月１９日）
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芦
屋
民
商

（
飲
食
）　

紅
野 

美
香
さ
ん

今
が
「
戦
争
前
夜
」
っ
て
ホ
ン
ト
？

編
集
後
記 〒 662-0914

西宮市本町 10-14 

大草ビル 1F

☎ 0798-33-2951

笑
顔
を
届
け
る
店
に

兵
庫
県
原
水
協
事
務
局
長  

梶
本
修
史

学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
、怒
り
心
頭

イ
ン
ボ
イ
ス
学
習
会

各
地
で
ト
ラ
ブ
ル
続
出

笑
（すまいる）

　

「
笑
（
す
ま
い
る
）
」
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
を
楽
し
む

バ
ー
で
、
阪
神
電
車
西
宮

駅
か
ら
南
へ
徒
歩
５
分
の

所
に
あ
り
ま
す
。

  

店
主
の
紅
野
美

香
さ
ん
は
、
高
校

卒
業
後
、
飲
食
店

に

就

職
。

そ

の

後
、
両
親
が
営
む

今
の
お
店
を
手
伝

い
、
５
年
前
に
両

親
が
芦
屋
で
別
店

舗
を
営
む
こ
と
を

契
機
に
お
店
を
引

き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

紅
野
さ
ん
に
店
の
ア

ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
聞
く

と
、
「
店
に
は
カ
ラ
オ
ケ

を
置
い
て
な
い
で
す
。
で

も
、
会
話
と
笑
い
の
絶
え

な
い
と
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
が
自
慢
で
、

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
か

ら
新
規
の
お
客
さ
ん
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
」
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

民
商
に
も
会
員
で
あ
る

両
親
の
紹
介
で
入
会
。「
税

金
の
こ
と
や
日
常
の
些
細

な
悩
み
も
親
身
に
聞
い
て

く
れ
る
民
商
に
は
感
謝
で

す
」
と
紅
野
さ
ん
。

　

お
さ
ま
ら
な
い
物
価
高

騰
下
で
も
、
「
何
と
か
お

酒
の
値
段
を
上
げ
ず
に
頑

張
り
た
い
。
一
人
で
も
、

家
族
３
人
で
頑
張
っ
て
き

た
サ
ー
ビ
ス
を
心
掛
け
、

お
客
さ
ん
に
最
高
の
笑
顔

を
届
け
た
い
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

交
通
事
故
に
よ
る
治
療

で
も
健
康
保
険
が
利
用
で

き
ま
す
。
加
害
者
が
自
賠

責
保
険
に
し
か
加
入
し
て
い

な
い
場
合
、
休
業
損
害
や

慰
謝
料
等
の
給
付
を
受
け

る
た
め
に
治
療
費
を
抑
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
健

康
保
険
の
診
療
報
酬
単
価

は
自
由
診
療
に
比
べ
て
低
い

こ
と
か
ら
治
療
費
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
交

通
事
故
の
相
談
は
民
商
へ
。

　

岸
田
政
権
の
経
済
対
策

は
、
聞
こ
え
が
い
い
言
葉

で
覆
い
隠
す
だ
け
。
本
質

は
「
失
わ
れ
た
３０
年
」
の

元
凶
を
継
承
し
て
い
る
。

「
聞
く
力
」
ど
こ
ろ
か
「
聞

く
耳
」
さ
え
持
た
な
い
姿

勢
は
自
明
で
す
。
国
民
は

騙
さ
れ
な
い
。
私
た
ち
の

声
で
政
権
交
代
を
。
（
Ｔ
）

　

兵
庫
民
商
で
は
、
中
小

業
者
の
営
業
を
破
壊
す
る

イ
ン
ボ
イ
ス
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
、
反
対
の
世

論
を
強
く
大
き
く
し
よ
う

と
学
習
会
を
開
き
ま
し

　

タ
モ
リ
さ
ん
の
発
言
で

「
戦
争
前
夜
」
と
い
う
言

葉
が
注
目
を
受
け
た
。
岸

田
内
閣
の
大
軍
拡
政
策
の

前
の
め
り
ぶ
り
は
「
も
は

や
戦
中
」
と
も
い
う
べ
き

事
態
だ
。

　

「
台
湾
有
事
」
な
ど
中

国
、
北
朝
鮮
の
動
き
を
理

由
に
し
た
東
ア
ジ
ア
の
緊

張
激
化
へ
の
「
抑
止
力
強

化
」
と
し
て
、
憲
法
の
平

和
主
義
、
戦
後
の
安
全
保

障
政
策
の
基
本
を
す
べ
て

投
げ
捨
て
、
敵
基
地
攻
撃

能
力
の
保
有
な
ど
の
軍
事

力
強
化
を
国
家
の
最
重
要

目
標
と
し
た
。

　

「
安

保

３

文

書
」

は
、

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有

だ
け
で
な
く
無
人
兵
器
や

宇
宙
・
サ
イ
バ
ー
・
電
磁

波
な
ど
７
項
目
に
わ
た
る

自
衛
隊
の
能
力
強
化
を
提

起

し
、

民

間

港

湾
・

空

港
、
学
術
機
関
、
宇
宙
航

空
開
発
機
関
な
ど
根
こ
そ

ぎ
軍
事
動
員
す
る
、
い
わ

ば
「
国
家
総
動
員
体
制
」

を
求
め
た
。
そ
の
た
め
に

「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
」
も
の

軍
事
費
を
目
標
に
し
、
毎

年
１
兆
円
強
の
軍
事
費
増

大
で
２７
年
に
は
年
１１
兆
円

超
に
引
き
上
げ
よ
う
と
し

て
い
る
。
そ
う
な
る
と
日

本
は
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国

に
次
ぐ
世
界
第
３
位
の
軍

事
大
国
に
な
る
。

　

配
備
さ
れ
る
ミ
サ
イ
ル

は
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
と
敵

基
地
攻
撃
が
一
体
と
な
っ

た
ア
メ
リ
カ
の
「
統
合
防

空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
」
に
組

み
込
ま
れ
、
日
本
が
攻
撃

さ
れ
な
く
て
も
ア
メ
リ
カ

の
か
か
わ
る
戦
争
に
参
加

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
る
。
自
衛
隊
は
、
主
要

な
基
地
を
地
下
に
移
す
た

め
に
３
６
４
億
円
の
予
算

を
つ
け
た
。
日
本
の
国
土

が
戦
場
に
な
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
て
い
る
。

　

倍
増
の
軍
事
費
の
た
め

に
大
増
税
、
生
活
破
壊
が

す
す
む
。
結
局
、
所
得
税

増
税
、
消
費
税
増
税
な
ど

国
民
に
広
く
深
く
負
担
を

求
め
る
こ
と
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
イ
ン
ボ
イ
ス
導

入
も
そ
の
先
駆
け
だ
。
社

会
保
障
費
、
教
育
費
な
ど

の
削
減
も
避
け
ら
れ
な
い
。

　

「
軍
事
対
軍
事
」
は
戦

争
を
呼
び
込
む
。
「
攻
め

ら
れ
た
ら
ど
う
す
る
」
で

は
な
く
、
「
攻
め
ら
れ
な

い
」
「
戦
争
に
し
な
い
」

外
交
力
こ
そ
が
必
要
だ
。

「

軍

事

力

が

平

和

を

守

る
」
の
神
話
を
乗
り
越
え

よ
う
。
「
抑
止
力
」
の
名

で
相
手
国
に
「
恐
怖
」
を

与

え
、
「
軍

事

対

軍

事
」

の
悪
循
環
を
つ
く
る
道
で

な
く
、
憲
法
９
条
に
そ
く

し
て
周
辺
国
と
世
界
に

「
安
心
」
を
与
え
る
平
和

外
交
に
こ
そ
、
平
和
を
つ

く
る
希
望
が
あ
る
。

　

国
民
に
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
。
各
地
で
ト
ラ
ブ
ル

が
続
出
し
、「
こ
れ
じ
ゃ
、
商
売
や
っ
て
い
け

な
い
」と
不
安
や
怒
り
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

〇
一
般
の
お
客
さ
ん
か
ら

イ
ン
ボ
イ
ス
番
号
を
取
ら

な
い
の
か
？
消
費
税
納
め

ず

に

大

丈

夫

な

の

か
？

（
飲
食
店
）

〇
登
録
し
て
い
な
い
た
め

に
事
業
所
か
ら
の
弁
当
注

文
が
週
５
日
か
ら
３
日
に

減
少
に
。
（
弁
当
販
売
）

〇
期
限
内
に
イ
ン
ボ
イ
ス

番
号
の
登
録
申
請
を
し
て

い
た
が
、
番
号
が
届
く
前

に
取
引
先
の
自
治
体
か
ら

イ
ン
ボ
イ
ス
番
号
の
催
促

が
き
た
。
（
建
設
業
）

〇
イ
ン
ボ
イ
ス
番
号
が
な

い
と
仕
事
が
回
せ
な
い
と

言
わ
れ
１０
月
に
な
っ
て
慌

て
て
申
請
し
た
。（
建
設
業
）

〇
お
客
か
ら
消
費
税
を
納

め
る
気
が
な
い
の
か
と
い

わ
れ
た
。
（
理
美
容
）

〇
９
月
に
申
請
し
た
け
ど

番
号
が
来
て
い
な
い
。
取

引
先
が
番
号
の
な
い
業
者

と
取
引
し
な
い
と
言
っ
て

き
た
。
申
請
は
し
て
い
る

か
ら
番
号
が
届
き
次
第
知

ら
せ
て
差
し
替
え
る
と

言
っ
て
も
、
頑
な
に
取
引

し
な
い
と
言
わ
れ
る
。（
車

修
理
販
売
）

〇
イ
ン
ボ
イ
ス
番
号
が
未

だ
な
の
で
「
解
り
次
第
す

ぐ
に
連
絡
す
る
」
と
言
っ

た
が
、
イ
ン
ボ
イ
ス
番
号

が
解
る
ま
で
売
上
は
振
込

み
ま
せ
ん
と
言
わ
れ
た
。

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
包
装

代
行
業
）

〇
イ
ン
ボ
イ
ス
番
号
を
と

る
の
が
当
た
り
前
の
よ
う

に
、
取
引
先
か
ら
番
号
を

知
ら
せ
て
く
れ
と
催
促
の

手
紙
が
何
度
も
届
く
。（
建

設
業
）

た
。

　

税
金
対
策
部
が
昼
・
夜

と
２
日
間
に
わ
た
り
４

回
、
経
営
部
会
が
夜
１
回

の
計
５
回
開
き
、
１
０
５

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

事
務
局
が
講
師
を
務

め
、
消
費
税
の
概
要
や
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
仕
組

み
、
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
に

と
も
な
う
、
売
り
手
の
準

備
や
買
い
手
の
準
備
、
受

け
取
っ
た
請
求
書
の
保
存

方
法
や
、
帳
簿
へ
の
記
載

事
項
の
確
認
、
下
請
け
が

イ
ン
ボ
イ
ス
を
取
得
し
て

い
な
い
場
合
の
対
応
な

ど
、
具
体
的
な
準
備
を
中

心
に
学
び
合
い
ま
し
た
。

　

買
い
手
の
準
備
と

し

て
、

２

割

特

例

や
、
簡
易
課
税
制
度

の
登
録
の
判
断
、
帳

簿
の
み
の
保
存
で
仕

入
れ
税
額
控
除
が
可

能
な
科
目
の
確
認
、

取
引
先
か
ら
の
請
求

書
等
を
登
録
番
号
の

あ
り
な
し
で
区
分
し

て
管
理
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
な
ど
が
説
明
さ

れ
る
と
、
参
加
者
か
ら
「
こ

ん
な
や
や
こ
し
い
事
で
き

な
い
」
と
悲
鳴
の
声
。

　

学
習
会
後
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
廃
止
署
名
の
訴
え

と
、
税
務
相
談
停
止
命
令

制
度
の
事
が
載
っ
た
兵
民

ニ
ュ
ー
ス
で
自
主
申
告
活

動
の
強
化
を
訴
え
ま
し

た
。

　

経
営
部
会
主
催
の
学
習

会
で
は
、
部
長
の
下
田
耕

一
さ
ん(

塗
装
工
事)

よ

り
、
経
営
部
会
へ
の
参
加

を
呼
び
掛
け
て
終
了
し
ま

し
た
。

　

（
兵
庫
・
平
松
通
信
員
）

【
兵
庫
民
商
】

　１０月１日阪神競馬場にてピクニック交

流会を行い３５人が参加しました。

　モルックでチームに分かれて対戦。点数

の高い上位の方には景品もあり、大人も子

どもも大喜びでした。

【兵青協】
ピクニック交流会 in 阪神競馬場


